
はじめに

白山はそれより西に高山帯を有する山がないた

め，白山を分布の西限とする高山植物が多数報告さ

れている（米山，1985）。白山の高山帯は面積が狭

いという特徴があるため，最近の地球温暖化の下で

は高山植物は危うい状況にある（増沢，1997；独立

行政法人国立環境研ほか，2002）。いしかわレッド

データブック＜植物編＞2010では，「白山山系の亜

高山帯・高山帯の植物個体群」が「絶滅のおそれの

ある地域個体群」としても指定されている。また，

同地域の山腹に広がるブナ林は，高山帯，亜高山帯

につながる垂直分布の基幹をなしており，豊富な動

植物が生息する全国的にも有数の地域となってい

る。

植物の開花時期は，植物の種子生産に大きな影響

を与える（Rathcke and Lacey，1985；Kochmer and

Handel，1986；Haman，2004）。また，ブナ林の開

花季節を温暖化の指標にすることは有効であること

もすでに報告されている（高橋ほか，2008）。した

がって，山地帯から高山帯までの開花季節を明らか

にすることは，植物の繁殖生態，すなわち，今後起

こりうる環境変化の影響を含めた地域個体群の保全

を考える上で重要になってくると思われる。

しかし，白山において，近年，植物相の調査等は

行われてきたが（石川県白山自然保護センター，

1995；石川県，1995；岐阜県・石川県，1998），種

の植生帯ごとの開花時期や開花期間など開花季節の

調査は行われていない。そこで今回は，昨年（吉

本・野上，2009）に引き続き行った2010年の砂防新

道沿いに見られた植生帯ごとの被子植物の開花フェ

ノロジーを報告する。

調査地と方法

2010年5月6日～10月15日の間，砂防新道沿い（図

1）にみられた開花個体をほぼ10日間間隔で種（亜

種以上）ごとに記録した（付表）。標高は，1,260m

（別当出合）から2,702m（山頂）である。本研究で

は，個々の花の開花を雄しべあるいは雌しべが機能

している状態と定義した。また，1 個体あたり複数

の花がある場合，全花数の 5％以上が開花している

時を個体の開花期間と定義した。別当出合から砂防

新道において植生が大きく変わる地点である標高約

1,750mまでが山地帯で，ここではブナが優占する。

オオシラビソが出現しはじめる標高1,750mから森林

限界の2,330m（黒ボコ岩上部）までが亜高山帯，そ

れより上を高山帯とした。また，雪解け日推定のた

め，クロユリの主な生育地点（3 か所）にオンセッ

ト社の防水型温度計測ロガーHOBO Water Temp

Pro（CO-U22-001）にウォーターテンププロ用保護

ブーツ（CO-BOOT-WH）を設置し，地表面温度を

計測した。

結果および考察

付表は植生帯ごとに開花を確認した種（亜種以上）

の開花日を示している。開花確認できた数は，354

種（うち木本：79種，草本：255種）であった。今

回の確認種数は昨年（246種）より多くなっていた
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（吉本・野上，2009）。この理由は，今年はほぼすべ

ての開花期間を通じて調査を行ったこと，調査区域

を昨年の高天ヶ原（標高2,600m）までから，山頂ま

でに延長したこと（図 1），イネ科，カヤツリグサ

科（確認できた分のみ）を調査種に含めたことによ

る。

図 2～ 4 は，2009年，2010年の植生帯ごとの開花

を確認した植物の種数変化を示している。一般に，

平野部や丘陵の植物の開花パターンは，成夏に開花

種数が減少し，春と秋に開花種数のピークがある 2

山型を示すことが知られている（服部ほか，2001；

吉本 未発表；Kato et al，1990；Inoue et al，1990）。

白山においても2010年において山地帯は同様の結果

を示した（図 2，表 1）。2009年の調査では 6 月16日

以前（春先）は未調査のため開花状況については分

かっていなかった（吉本・野上，2009）。2009年山

地帯の開花は2010年と同様の 2 山型を示した可能性

が高い。

亜高山帯，高山帯の開花のパターンは2009年，

2010年とも 1 山型であった（図 3，図 4，表 1）（吉

本・野上，2009）。高山帯で確認した種の開花ピー

クは，2010年のほうが2009年より早かった（図 4）。

上部の植生帯にいくほど，開花種数が少なくなって

おり（表 1），2010年に高山帯のみで開花を確認し

た種は，イワウメ，イワヒゲ，ガンコウラン，コメ

バツガザクラなどわずか11種であった。亜高山帯で

確認した種類の開花ピークは，2010年と2009年では，

明確なずれは確認できなかった（図 3）。

高山帯で開花した個体について，2010年，2009年

両年で確認できた種のみで種ごとに開花初日を比較

すると，2010年のほうが2009年より開花が早かった

種は27種（64.3％），同じだった種は 7 種（16.7%），

2010年のほうが2009年より遅かった種は 8 種

（19.0%）であった。その中の高山帯でのみ開花を確

認した種のうち2009年，2010年の両年で開花確認で

きた 4 種について開花初日を比較した（表 2）。地

表面温度の変化による高山帯の雪どけ推定日は，室

堂（白山比 神社祈祷殿横）を除き2010年のほうが

2009年より遅れた（表 3）。クロユリ，イワギキョ

ウの開花初日は，室堂を除く雪どけ推定日の遅れと

同様に2010年のほうが2009年より遅れていた。ミヤ

マリンドウ，ミヤマタネツケバナは，2010年のほう

が2009年より開花が早かった。ただし，ミヤマタネ

ツケバナでは，2009年に標高2,600mより上に生育し

ていた個体は未調査であった。

場所による雪どけ状況の違いがあった（表 3）が，

前述の通り，高山帯全体でみると，2010年の開花時

期は2009年より早まったといえる。植物の開花は，

雪解けの時期が制限要因の一つとなっており，特に

高山生態系においては消雪時期の変動が植物の開花

石川県白山自然保護センター研究報告　第37集（2010）
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図１　調査区域（太線）

国土地理院発行 5万分の 1地形図「越前勝山」「白山」を使用。



時期に変化をもたらす最大の要因とされている

（Kudo，1992；Molau et al，2005）。白山でも，雪

解け時期が高山帯で生育するクロユリ，イワギキョ

ウの開花に影響していると推測できる。

脆弱な高山帯で生き延びるためには，消雪時期を

含めた地球温暖化の下での環境変動は，高山帯の植

物にとっては，過酷な状況となることが予想され

る。

2009年に引き続き開花フェノロジーの調査をおこ

なったが，植物の開花は，種の持つ特性だけではな

く，気温，雪どけ，日照等さまざまな要因が関係し

ていると考えられる。そのため，今後も継続的な調

査が必要である。

摘　　要

2010年 5 月 6 日～10月15日ほぼ10日間ごとに砂防

新道（1,260m～2,702m）の開花状況を調査した。

その開花パターン，開花種数を 3 植生帯（山地帯，

亜高山帯，高山帯）ごとに比較した。山地帯の開花

ピークは 2山型を示したが，亜高山帯，高山帯では

開花ピークは 1回であった。開花パターン，開花期

間は消雪期間に影響を受けていると推測される。植

物の開花を継続的に続けることで，地球温暖化の下

での植物開花に与える影響を考察できる。そのため

にも，継続的な調査が必要である。
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図２　山地帯（1,260m～1,750m）における登山道
沿いの調査日ごとの開花種数の変化
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図３　亜高山帯（1,750m～2,330m）における登山
道沿いの調査日ごとの開花種数の変化
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図３　高山帯（2,330m～2,702m）における登山道
沿いの調査日ごとの開花種数の変化

実線は2010年，破線は2009年調査による

2009年の高山帯は2600ｍ以上で開花した個体を除く。
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表１　2010年各植生帯での開花種数，開花初日，
開花ピーク日

植生帯 種数 開花初日 開花ピーク日 

山地帯 
亜高山帯 
高山帯 

238 
168 
74

5/ 6 
5/28 
6/18

6/18，7/28 
7/28 
7/14

開花個体の中で複数の植生帯にわたって生育するものは， 
それぞれの植生帯で開花した種として数えた。 

表３　場所ごとの雪どけ推定日の年間比較

場所 標高ｍ 
雪どけ推定日 

2009年 2010年 

弥陀ヶ原 
室堂（白山比　神社祈祷殿横） 
山頂下 

6/23 
6/14 
5/13

2,340 
2,450 
2,530

7/ 2 
5/26 
5/16

表２　高山帯で開花した種の開花初日の年間比較

高山帯のみで開花した種 
開花初日 

2009年 2010年 

クロユリ 
イワギキョウ 
ミヤマリンドウ 
ミヤマタネツケバナ 

6/23 
7/15 
8/30 
　7/ 7＊ 

7/ 1 
7/28 
8/21 
7/ 1

＊：標高2600m以上で開花した個体を除く 



伝いいただいたことに感謝の意を表します。

文　献

独立行政法人国立環境研究所・東京大学・静岡大学・石川県

白山自然保護センター（2002）地球温暖化による生物圏の

脆弱性の評価に関する研究－高山生態系の脆弱性と指標性

の評価－．22－47．

岐阜県，石川県（1998）平成 9 年度生態系多様性地域調査

（白山地区）報告書．岐阜県，石川県，24－43，196－215，

261－277．

服部陽子・木下栄一郎・矢倉公隆（2001）金沢大学角間キャ

ンパス里山地区の開花フェノロジー．金沢大学理学部附属

植物園年報，24，29－41．

Hamann, A. (2004) Flowering and fruiting phenology of a

Philippine submontane rain forest:climatic factors as

proximate and ultimate causes. Journal of Ecology, 92, 24－

31.

Inoue, T., Kato, M., Kakutani, T., Suka, T. and Itino, T. (1990)

Insect-flower relationship in temperate deciduous frest of

Kibune, Kyoto: An overview of the flowering phenology and

the seasonal pattern of insect visits. Contr. Biol. Lab. Kyoto

Univ. 27, 377－463.

石川県（1995）白山地域植生図及び同説明書．石川県白山自

然保護センター，82p．＋植生図 2葉．

石川県環境部自然保護課（2010）いしかわレッドデータブッ

ク＜植物編＞2010 CD-ROM

石川県白山自然保護センター（1995）白山高等植物インベン

トリー調査報告書．石川県白山自然保護センター，200p．

Kato, M., Kakutani, T., Inoue, T. and Itino, T. (1990) Insect-

flower relationship in the primary beech forest of Ashu,

Kyoto: An overview of the flowering phenology and the

seasonal pattern of insect visits. Contr. Biol. Lab. Kyoto

Univ. 27, 309－375.

Kochmer, J. P., Handel, S. N. (1986) Constraints and

competition in the evolution of flowering phenology.

Ecological Monographs, 56 (4), 303－325.

Kudo, G. (1992) Pre-flowering and fruiting periods of alpine

plants inhabiting a snow-beg. J Phytogeorr Taxon, 40, 99－

106.

増沢武弘（1997）温暖化により高山植物はどのように変化す

るか．温暖化に追われる生き物たち－生物多様性の視点．

築地書館，171－188．

Molau, U., Nordenhall, U., Eriken, B. (2005) Onset of

flowering and climate variability in an alpine landscape: a 10-

year study from Swedish Lapland. Am J Bot, 92, 422－431.

Rathche, B., Lancey E. P. (1985) Phenologogical patterns of

terrestrial plants. Ann. Rev. Ecol. Syst, 16, 179－214.

高橋潔・松井哲哉・肱岡靖明・田中信行・原沢英夫（2008）

温暖化政策支援モデルのための県別ブナ林影響関数の開

発.地球環境研究論文集，16，111－119．

吉本敦子・野上達也（2009）砂防新道の各植生帯における開

花フェノロジーの比較．石川県白山自然保護センター研究

報告，36，13－20．

米山競一（1985）白山を分布の西限もしくは南限とする植物

高等植物．白山高山帯自然史調査報告書，石川県白山自然

保護センター，54－66．

石川県白山自然保護センター研究報告　第37集（2010）

─16─



吉本・野上：砂防新道の被子植物の開花フェノロジー：2010年

─17─

種
　
　
　
　
　
名

マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
　
＊
 

ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
　
＊
 

オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
　
＊
 

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
 

ニ
リ
ン
ソ
ウ
 

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
 

オ
オ
カ
メ
ノ
キ
 

エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
 

タ
ム
シ
バ
　
＊
 

キ
ラ
ン
ソ
ウ
　
＊
 

タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
　
＊
 

イ
ワ
ナ
シ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
　
＊
 

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
 

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
 

ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
 

ヒ
ロ
ハ
ユ
キ
ザ
サ
 

イ
ワ
カ
ガ
ミ
 

オ
ク
ノ
カ
ン
ス
ゲ
　
＊
 

カ
ラ
ス
シ
キ
ミ
 

コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
　
＊
 

ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
　
＊
 

ツ
バ
メ
オ
モ
ト
　
＊
 

ナ
ガ
ハ
シ
ス
ミ
レ
　
＊
 

マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ
　
＊
 

ミ
ズ
ナ
ラ
　
＊
 

ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
 

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
　
＊
 

ル
イ
ヨ
ウ
ボ
タ
ン
　
＊
 

ダ
ケ
カ
ン
バ
　
＊
 

ア
キ
グ
ミ
　
＊
 

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
 

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
　
＊
 

オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
 

チ
ゴ
ユ
リ
 

チ
シ
マ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
　
＊
 

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
 

(ア
ラ
ゲ
）
ア
オ
ダ
モ
　
＊
 

ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
　
＊
 

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
 

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
　
＊
 

ヌ
カ
ボ
シ
ソ
ウ
 s
p　
＊
 

フ
キ
　
＊
 

ツ
ボ
ス
ミ
レ
　
＊
 

サ
ワ
ハ
コ
ベ
　
＊
 

コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
 

シ
ャ
ク
 

ユ
キ
グ
ニ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ
　
＊
 

コ
マ
ユ
ミ
　
＊
 

ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
 

ク
マ
イ
チ
ゴ
 

ヤ
マ
ト
ユ
キ
ザ
サ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
イ
チ
ゴ
 

コ
マ
ガ
タ
ケ
ス
グ
リ
 

ヤ
マ
ガ
ラ
シ
 

学
　
　
　
　
　
名

H
am

am
el

is
 ja

po
ni

ca
 v

ar
. o

bt
us

at
a 

V
io

la
 v

ag
in

at
a

L
in

de
ra

 u
m

be
lla

ta
  s

sp
. m

em
br

an
ac

ea
 

V
io

la
 g

ry
po

ce
ra

s
A

ne
m

on
e 

fla
cc

id
a

H
el

on
io

ps
is

 o
ri

en
ta

lis
 

V
ib

ur
nu

m
 fu

rc
at

um
 

Tr
ill

iu
m

 s
m

al
lii

M
ag

no
lia

 s
al

ic
ifo

lia
 

A
ju

ga
 d

ec
um

be
ns

C
ar

da
m

in
e 

fle
xu

os
a 

A
ra

bi
s 

ly
ra

ta
  v

ar
. k

am
ts

ch
at

ic
a 

E
pi

ga
ea

 a
si

at
ic

a 
V

io
la

 s
el

ki
rk

ii 
Ta

ra
xa

cu
m

 o
ffi

ci
na

le
C

al
th

a 
pa

lu
st

ri
s 

 v
ar

. n
ip

po
ni

ca
 

R
ho

do
de

nd
ro

n 
al

br
ec

ht
ii 

Sm
ila

ci
na

 y
es

oe
ns

is
Sc

hi
zo

co
do

n 
so

ld
an

el
lo

id
es

C
ar

ex
 fo

lio
si

ss
im

a
D

ap
hn

e 
m

iy
ab

ea
na

 
A

ce
r 

si
eb

ol
di

an
um

 
C

or
yl

us
 s

ie
bo

ld
ia

na
 

C
lin

to
ni

a 
ud

en
si

s 
V

io
la

 r
os

tr
at

a 
 v

ar
. j

ap
on

ic
a 

Fr
ax

in
us

 s
ie

bo
ld

ia
na

Q
ue

rc
us

 m
on

go
lic

a 
 s

sp
. c

ri
sp

ul
a 

A
ra

bi
s 

hi
rs

ut
a

A
ln

us
 h

ir
su

ta
  v

ar
. s

ib
ir

ic
a 

C
au

lo
ph

yl
lu

m
 r

ob
us

tu
m

 
B

et
ul

a 
er

m
an

ii 
E

la
ea

gn
us

 u
m

be
lla

ta
A

ce
r 

ru
fin

er
ve

 
P

ru
nu

s 
gr

ay
an

a 
V

io
la

 k
us

an
oa

na
 

D
is

po
ru

m
 s

m
ila

ci
nu

m
 

C
hr

ys
os

pl
en

iu
m

 k
am

ts
ch

at
ic

um
 

A
ce

r 
ja

po
ni

cu
m

 
Fr

ax
in

us
 la

nu
gi

no
sa

 
D

is
po

ru
m

 s
es

si
le

 
Sa

lix
 s

ac
ha

lin
en

si
s 

Po
a 

an
nu

a 
Lu

zu
la

 s
p.

Pe
ta

si
te

s 
ja

po
ni

cu
s 

V
io

la
 v

er
ec

un
da

 
St

el
la

ri
a 

di
ve

rs
ifl

or
a 

A
ce

r 
m

ic
ra

nt
hu

m
A

nt
hr

is
cu

s 
sy

lv
es

tr
is

 
R

ho
do

de
nd

ro
n 

nu
di

pe
s 

 s
sp

. n
ip

ho
ph

ilu
m

 
C

ar
ex

 m
ul

tif
ol

ia
 

E
uo

ny
m

us
 a

la
tu

s 
 f.

 s
tia

tu
s

Pa
ri

s 
te

tr
ap

hy
lla

R
ub

us
 c

ra
ta

eg
ifo

liu
s 

Sm
ila

ci
na

 h
on

do
en

si
s

R
ub

us
 m

ic
ro

ph
yl

lu
s 

 v
ar

. s
ub

cr
at

ae
gi

fo
liu

s 
R

ib
es

 ja
po

ni
cu

m
 

B
ar

ba
re

a 
or

th
oc

er
as

 

5/
6 1 1                                                      

5/
13
 

1 1 1 1 1 1 1 1                                                

5/
21
 

 1  1 1  1 1 1 1 1 1

5/
27
 

 1  1 1 2 1 1  1 1 1 1 1 1 2 1 1 1

6/
8  1  1 1 2 1 1  1 1 1  1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/
18
 

   1 1 2 12
   1 1 1   1 2 12
 

1              1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  

7/
1     1 23
 

12
 

2   1 13
 

2   2 12
 

12
 

23
                      1 1 1 2   1 1 1 12
 

1 1 1 1 1 2 2

7/
8     1 2 2 2    13
    2 12
 

12
 

23
                            1 1 1 2 1 1 1 1 2 2 23

7/
14
 

     2 2 2   2 12
3    2 1 2 23
                          2      1 1 2 3 2 2 23

7/
28
 

       2    12
      23
 

23
                           2           2

8/
9            1

8/
21
 

　
 

8/
30
 

　
 

9/
4 

　
 

9/
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9/
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10
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4 

　
 

付
表
　
20
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年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
の
開
花
状
況



石川県白山自然保護センター研究報告　第37集（2010）

─18─

種
　
　
　
　
　
名

イ
ワ
ハ
タ
ザ
オ
 

ミ
ネ
ザ
ク
ラ
 

マ
ユ
ミ
 

サ
ン
カ
ヨ
ウ
 

オ
ガ
ラ
バ
ナ
 

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
 

ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ
 

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
 

ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
　
＊
 

オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
　
＊
 

ツ
リ
バ
ナ
 

ド
ク
ウ
ツ
ギ
　
＊
 

ノ
ガ
リ
ヤ
ス
 ｓ
ｐ
　
＊
 

ル
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
マ
　
＊
 

イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
　
＊
 

ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
　
＊
 

ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
sp
　
＊
 

エ
ゾ
ス
グ
リ
 

ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
 

コ
ケ
イ
ラ
ン
 

タ
ニ
ウ
ツ
ギ
 

タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
 

マ
ム
シ
グ
サ
　
＊
 

ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
 

ク
ル
マ
バ
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
 

ク
ル
マ
ム
グ
ラ
 

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
 

ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
 

カ
ラ
フ
ト
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
 

タ
ニ
ギ
キ
ョ
ウ
 

ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
　
＊
 

ハ
ナ
ニ
ガ
ナ
 

オ
オ
バ
ノ
ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ
 

ミ
ヤ
マ
ニ
ワ
ト
コ
 

ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
 

エ
ゾ
ノ
ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ
 

オ
オ
バ
ミ
ゾ
ホ
オ
ズ
キ
 

オ
オ
バ
コ
 

サ
イ
ハ
イ
ラ
ン
　
＊
 

タ
チ
シ
オ
デ
　
＊
 

タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ
　
＊
 

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
　
＊
 

マ
タ
タ
ビ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
ナ
ル
コ
ユ
リ
　
＊
 

ヤ
マ
ウ
ル
シ
 

ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
　
＊
 

ア
イ
ヌ
ソ
モ
ソ
モ
　
＊
 

ノ
ウ
ゴ
ウ
イ
チ
ゴ
 

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
　
＊
 

ゴ
ヨ
ウ
イ
チ
ゴ
 

ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
 

ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
　
＊
 

コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
 

ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
 

ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
 

ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
 

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
　
＊
 

学
　
　
　
　
　
名

A
ra

bi
s 

se
rr

at
a 

 v
ar

. j
ap

on
ic

a 
P

ru
nu

s 
ni

pp
on

ic
a 

E
uo

ny
m

us
 s

ie
bo

ld
ia

nu
s 

D
ip

hy
lle

ia
 g

ra
yi

 
A

ce
r 

uk
ur

un
du

en
se

 
M

ai
an

th
em

um
 d

ila
ta

tu
m

 
T

ia
re

lla
 p

ol
yp

hy
lla
　
 

T
ri
fo
liu
m
 r
ep
en
s 
 

V
ib
ur
nu
m
 w
ri
gh
ti
i 
 

C
er
as
ti
um
 g
lo
m
er
at
um
  

E
uo
ny
m
us
 o
xy
ph
yl
lu
s 
 

C
or
ia
ri
a 
ja
po
ni
ca
  

C
al
am
ag
ro
st
is
 a
ru
nd
in
ac
ea
 　
 

A
ct
ae
a 
as
ia
ti
ca
 

Sa
lix
 i
nt
eg
ra
  

E
m
pe
tr
um
 n
ig
ru
m
  
va
r.
 j
ap
on
ic
um
  

F
es
tu
ca
 o
vi
na
  

R
ib
es
 l
at
ifo
liu
m
  

O
rc
hi
s 
ar
is
ta
ta
  

O
re
or
ch
is
 p
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5/
13
 

　
 

5/
21
 

　
 

5/
27
 

　
 

6/
8 1 1 1 1 1 1 1 1                                                  

6/
18
 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 12
 

12
 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2                    

7/
1 

23
 

23
 

1 12
 

1 12
 

1 1         1 1 1 1 1 2 12
 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
 

1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 12
 

1 1 2 2 12
 

1 1 1

7/
8 

23
 

2 1 12
3 1 12
3 

12
 

1            1 1 2 12
 

1 1 1 1 2 12
 

12
 

1 1 1 12
 

1 12
 

12
 

2            2 12
 

2 2 2 1 1 1

7/
14
 

23
 

2 1 2 12
 

23
 

12
 

1                1 1 1 1 2 1 12
 

1 1 12
 

12
 

1 12
 

12
 

2                 1 1 1

7/
28
 

  1 2 2 23
 

1 1                        1 12
 

2 12
 

12
 

2 2                    

8/
9     2 3 1 1                           2 2 2 1                    
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21
 

      1 1                              1                    

8/
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       1                              1                    

9/
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9/
13
 

       1                                                  

9/
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       1                                                  

10
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表
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新
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で
確
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れ
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開
花
状
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6 
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13
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6/
8 
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7/
1 2 2 3 3 3 23
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1 23
 

1 2 2 2 3 3 12
 

12
 

23
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2 2 3 12
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1 1 2 23
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2 2 3 23
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7/
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1 2 2 23
 

3 23
 

12
 

12
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3 3 1 1 1 1 1 2 3 3 3 23
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1 1 1 1 2 2 2 23
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3 3 2 12
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1 1 1 1 2 23
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2 23
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1 1 2 1 3
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2 23
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3 3 1                    
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開
花
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マ
 

キ
ソ
チ
ド
リ
 

ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
 

ア
オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
 

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
 

エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
 

マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
　
＊
 

ク
ル
マ
ユ
リ
 

ム
カ
ゴ
ト
ラ
ノ
オ
 

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
 

チ
シ
マ
ザ
サ
　
＊
 

イ
タ
ド
リ
 

オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
 

ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
 

シ
シ
ウ
ド
 

ウ
ド
 

カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
 

ヒ
ト
ツ
バ
ヨ
モ
ギ
 

ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
 

ミ
ソ
ガ
ワ
ソ
ウ
 

ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
 

イ
ワ
オ
ト
ギ
リ
 

ヤ
マ
ハ
ハ
コ
 

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
　
＊
 

ウ
バ
ユ
リ
 

オ
オ
ナ
ル
コ
ユ
リ
　
＊
 

ク
ガ
イ
ソ
ウ
　
＊
 

ク
サ
ア
ジ
サ
イ
 

タ
マ
ガ
ワ
ホ
ト
ト
ギ
ス
 

ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
　
＊
 

ナ
ン
バ
ン
ハ
コ
ベ
　
＊
 

ノ
ゲ
シ
 

学
　
　
　
　
　
名

E
up

at
or

iu
m

 c
hi

ne
ns

e　
va
r.
 O
pp
os
it
ifo
liu
m
 

C
le
th
ra
 b
ar
bi
ne
rv
is
  

B
oy
ki
ni
a 
ly
co
ct
on
ifo
lia
 

G
ym
na
de
ni
a 
co
no
ps
ea
  

C
oe
lo
pl
eu
ru
m
 m
ul
ti
se
ct
um
  

L
on
ic
er
a 
ts
ch
on
os
ki
i 
 

D
es
ch
am
ps
ia
 c
ae
sp
it
os
a 
va
r.
 f
es
tu
ca
ef
ol
ia
  

R
um
ex
 o
bt
us
ifo
liu
s 

F
ili
pe
nd
ul
a 
ka
m
ts
ch
at
ic
a 

T
ra
ut
ve
tt
er
ia
 j
ap
on
ic
a 
 

C
ac
al
ia
 n
ik
om
on
ta
na
  

P
ed
ic
ul
ar
is
 c
ha
m
is
so
ni
s 
 v
ar
. j
ap
on
ic
a 
 

L
ap
or
te
a 
m
ac
ro
st
ac
hy
a 

G
er
an
iu
m
 y
es
oe
ns
e 
 v
ar
. n
ip
po
ni
cu
m
  

P
hl
eu
m
 a
lp
in
um
  

L
yc
hn
is
 g
ra
ci
lli
m
a 
 

B
is
to
rt
a 
m
aj
or
  
va
r.
 j
ap
on
ic
a 
 

St
en
ac
ti
s 
an
nu
us
 

Sc
ir
pu
s 
w
ic
hu
ra
e 
 

C
yn
an
ch
um
 c
au
da
tu
m
  

L
ip
ar
is
 k
um
ok
ir
i 
 

P
hi
la
de
lp
hu
s 
sa
ts
um
i 
 

P
ile
a 
ha
m
ao
i 
 

C
lin
op
od
iu
m
 m
ul
ti
ca
ul
e 
 

C
ar
ex
 s
ci
ta
  
va
r.
 b
re
vi
sq
ua
m
a 
 

A
st
ilb
e 
th
un
be
rg
ii 
va
r.
 c
on
ge
st
a 
 

P
la
ta
nt
he
ra
 o
ph
ry
di
oi
de
s 
 v
ar
. m
on
op
hy
lla
  

V
ac
ci
ni
um
 u
lig
in
os
um
  

P
hy
llo
do
ce
 a
le
ut
ic
a 
 

P
ri
m
ul
a 
cu
ne
ifo
lia
 v
ar
. h
ak
us
an
en
si
s 

H
yd
ra
ng
ea
 m
ac
ro
ph
yl
la
  
va
r.
 m
eg
ac
ar
pa
  

L
ig
ul
ar
ia
 d
en
ta
ta
  

L
ili
um
 m
ed
eo
lo
id
es
  

B
is
to
rt
a 
vi
vi
pa
ra
 

H
yp
er
ic
um
 e
re
ct
um
  

Sa
sa
 k
ur
ile
ns
is
  

R
ey
no
ut
ri
a 
ja
po
ni
ca
  

L
ig
ul
ar
ia
 f
is
ch
er
i 
 

A
rt
em
is
ia
 p
ed
un
cu
lo
sa
  

A
ng
el
ic
a 
pu
be
sc
en
s 
 

A
ra
lia
 c
or
da
ta
  

C
ac
al
ia
 a
de
no
st
yl
oi
de
s 
 

A
rt
em
is
ia
 m
on
op
hy
lla
 

A
ru
nc
us
 d
io
ic
us
  
va
r.
 t
en
ui
fo
liu
s 
 

N
ep
et
a 
su
bs
es
si
lis
  

E
up
at
or
iu
m
 c
hi
ne
ns
e 
ss
p.
 s
ac
ha
lin
en
se
  

H
yp
er
ic
um
 k
am
ts
ch
at
ic
um
  
va
r.
 h
on
do
en
si
s 
 

A
na
ph
al
is
 m
ar
ga
ri
ta
ce
a 

G
yn
os
te
m
m
a 
pe
nt
ap
hy
llu
m
  

C
ar
di
oc
ri
nu
m
 c
or
da
tu
m
  

P
ol
yg
on
at
um
 m
ac
ra
nt
hu
m
  

V
er
on
ic
as
tr
um
 j
ap
on
ic
um
  

C
ar
di
an
dr
a 
al
te
rn
ifo
lia
  

T
ri
cy
rt
is
 l
at
ifo
lia
  

R
um
ex
 c
ri
sp
us
  

C
uc
ub
al
us
 b
ac
ci
fe
r 
va
r.
 j
ap
on
ic
us
 

So
nc
hu
s 
ol
er
ac
eu
s

5/
6 

　
 

5/
13
 

　
 

5/
21
 

　
 

5/
27
 

　
 

6/
8 

　
 

6/
18
 

　
 

7/
1 

　
 

7/
8 1 1 2 2 2 3 3 1 1 2 1 2 1 2 3 1 2 1                                        

7/
14
 

1 1 2 2 23
 

3 23
 

12
 

1 2 1 23
 

1 23
 

23
 

1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 3 23
 

23
 

1 2 3 23
 

1 2 1 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 1          

7/
28
 

1 1 2 2 23
 

23
 

23
 

1 1 2 1 23
 

1 23
 

23
 

1 23
 

1        2 2 23
 

23
 

2 1 2 23
 

3 1 2 13
 

2 2 1 1 2 2 12
 

2 1 12
3 

12
 

1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/
9 1 1 2 2 2 3 23
 

1 2 2 1 23
 

1 23
 

23
 

1 23
 

1             1 2 3 3 1 2 12
 

2 2 1 12
 

12
 

2 12
 

2 1 12
 

12
          

8/
21
 

       1 2 2 1 2 1 23
 

3 1 23
 

1                 1 2 12
 

2 2 1 12
 

2 2 2 2 12
 

12
 

12
          

8/
30
 

          1 1 1 23
 

3 1 2 12
                   12
 

2 2 1 2 2 2 2 2 12
 

12
 

12
          

9/
4             1 23
 

3 1 2 12
                      2 2 2 2 2 2 12
 

2 12
3          

9/
13
 

               1 2 12
                           2 2 2 2          

9/
23
 

                 12
                              2          

10
/4
 

                 12
                              2          

10
/1
4 

                 12
                                        

付
表
　
20
10
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
の
開
花
状
況
（
続
き
）
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種
　
　
　
　
　
名

バ
ラ
イ
チ
ゴ
　
＊
 

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
 

ミ
ヤ
マ
イ
ボ
タ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
イ
ワ
ニ
ガ
ナ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
シ
シ
ウ
ド
 

ミ
ヤ
マ
チ
ド
リ
　
＊
 

イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
　
＊
 

シ
ナ
ノ
オ
ト
ギ
リ
 

タ
テ
ヤ
マ
ス
ゲ
　
＊
 

ミ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
 

ミ
ヤ
マ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
 

ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
 

エ
ゾ
シ
オ
ガ
マ
　
＊
 

ク
モ
マ
ニ
ガ
ナ
 

シ
ロ
ウ
マ
ア
カ
バ
ナ
　
＊
 

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
 

シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
 

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
 

コ
イ
チ
ヨ
ウ
ラ
ン
 

ヒ
メ
ア
カ
バ
ナ
 

シ
ラ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
 

ア
カ
ソ
 

ソ
バ
ナ
　
 

ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
 

シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
 

ア
カ
ネ
 

ク
サ
ボ
タ
ン
 

ヤ
マ
ク
ル
マ
バ
ナ
　
＊
 

タ
カ
ネ
ナ
デ
シ
コ
 

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
 

キ
ツ
リ
フ
ネ
 

イ
ブ
キ
ゼ
リ
モ
ド
キ
 

ネ
バ
リ
ノ
ギ
ラ
ン
　
 

オ
オ
ハ
ナ
ウ
ド
 

キ
オ
ン
 

イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
 

ミ
ヤ
マ
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
 

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
 

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
 

ミ
ヤ
マ
コ
ウ
ゾ
リ
ナ
 

エ
ゾ
ニ
ュ
ウ
　
＊
 

カ
ナ
ム
グ
ラ
　
＊
 

ク
ル
マ
バ
ナ
 

ハ
リ
ブ
キ
 

ト
ウ
バ
ナ
　
＊
 

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
　
＊
 

オ
オ
カ
サ
モ
チ
　
＊
 

ネ
ジ
バ
ナ
　
＊
 

ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
　
＊
 

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
　
＊
 

オ
オ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
 

ク
ロ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
 

フ
キ
ユ
キ
ノ
シ
タ
　
＊
 

イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
　
＊
 

イ
ヌ
ト
ウ
バ
ナ
 

ホ
ツ
ツ
ジ
 

学
　
　
　
　
　
名

R
ub

us
 il

le
ce

br
os

us
 

C
am

pa
nu

la
 p

un
ct

at
a 

L
ig

us
tr

um
 ts

ch
on

os
ki

i 
Ix

er
is

 s
to

lo
ni

fe
ra

  f
. c

ap
ill

ar
is

 
A

ng
el

ic
a 

pu
be

sc
en

s 
va

r. 
m

at
su

m
ur

ae
P

la
ta

nt
he

ra
 o

ph
ry

di
oi

de
s 

 v
ar

. t
ak

ed
ae

Fa
ur

ia
 c

ri
st

a-
ga

lli
H

yp
er

ic
um

 k
am

ts
ch

at
ic

um
  v

ar
. s

en
an

en
se

 
C

ar
ex

 a
ph

yl
lo

pu
s 

L
eo

nt
op

od
iu

m
 ja

po
ni

cu
m

V
io

la
 v

er
ec

un
da

 v
ar

. f
ib

ri
llo

sa
 

R
an

un
cu

lu
s 

ja
po

ni
cu

s 
Pe

di
cu

la
ri

s 
ye

zo
en

si
s

Ix
er

is
 d

en
ta

ta
 v

ar
. k

im
ur

an
a 

E
pi

lo
bi

um
 s

hi
ro

um
en

se
 

H
em

er
oc

al
lis

 m
id

de
nd

or
fii

  v
ar

. e
sc

ul
en

ta
 

G
au

lth
er

ia
 m

iq
ue

lia
na

 
H

yd
ra

ng
ea

 p
an

ic
ul

at
a 

E
ph

ip
pi

an
th

us
 s

ch
m

id
tii

 
E

pi
lo

bi
um

 fa
ur

ie
i 

T
ili

ng
ia

 a
ja

ne
ns

is
 

B
oe

hm
er

ia
 s

yl
ve

st
ri

s
A

de
no

ph
or

a 
re

m
ot

ifl
or

a
Tr

ip
et

al
ei

a 
br

ac
te

at
a 

Fi
lip

en
du

la
 m

ul
tij

ug
a 

R
ub

ia
 a

rg
yi

 
C

le
m

at
is

 s
ta

ns
C

lin
op

od
iu

m
 c

hi
ne

ns
e 

va
r. 

sh
ib

et
ch

en
se

D
ia

nt
hu

s 
su

pe
rb

us
 . 

va
r. 

sp
ec

io
su

s
A

gr
im

on
ia

 ja
po

ni
ca

Im
pa

tie
ns

 n
ol

i-t
an

ge
re

T
ili

ng
ia

 h
ol

op
et

al
a 

A
le

tr
is

 fo
lia

ta
 

H
er

ac
le

um
 d

ul
ce

 
Se

ne
ci

o 
ne

m
or

en
si

s 
C

am
pa

nu
la

 la
si

oc
ar

pa
 

So
lid

ag
o 

vi
rg

au
re

a 
 v

ar
. l

ei
oc

ar
pa

So
lid

ag
o 

vi
rg

au
re

a 
va

r. 
as

ia
tic

a 
P

ic
ri

s 
hi

er
ac

io
id

es
 v

ar
. g

la
br

es
ce

ns
 

H
ie

ra
ci

um
 ja

po
ni

cu
m

 
A

ng
el

ic
a 

ur
si

na
H

um
ul

us
 ja

po
ni

cu
s 

C
lin

op
od

iu
m

 c
hi

ne
ns

e 
va

r. 
pa

rv
ifl

or
um

 
O

pl
op

an
ax

 ja
po

ni
cu

s 
C

lin
op

od
iu

m
 g

ra
ci

le
 

G
al

in
so

ga
 q

ua
dr

ir
ad

ia
ta

 
Se

du
m

 ja
po

ni
cu

m
  v

ar
. s

en
an

en
se

 
P

le
ur

os
pe

rm
um

 c
am

ts
ch

at
ic

um
 

Sp
ir

an
th

es
 s

in
en

si
s 

va
r. 

am
oe

na
 

C
am

pa
nu

la
 p

un
ct

at
a 

 v
ar

. h
on

do
en

si
s 

O
en

ot
he

ra
 b

ie
nn

is
 

A
co

ni
tu

m
 g

ig
as

  v
ar

. h
on

do
en

se
 

Sa
us

su
re

a 
ni

ko
en

si
s 

 v
ar

. s
es

si
lif

lo
ra

Sa
xi

fr
ag

a 
ja

po
ni

ca
 

C
al

am
ag

ro
st

is
 la

ng
sd

or
ffi

i 
C

lin
op

od
iu

m
 m

ic
ra

nt
hu

m
 

Tr
ip

et
al

ei
a 

pa
ni

cu
la

ta
 

5/
6 

　
 

5/
13
 

　
 

5/
21
 

　
 

5/
27
 

　
 

6/
8 

　
 

6/
18
 

　
 

7/
1 

　
 

7/
8 

　
 

7/
14
 

　
 

7/
28
 

1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 23
 

1 2 2 3 1 1 2 12
 

1 1 1 2 1 1 2 2 12
 

1 3 23
 

2 12
 

23
                  

8/
9            1 2 2 2 2 23
 

1 2 2 3 1 1 2 12
 

1 1 1 2 1 1 2 2 12
 

12
 

3 12
3 2 1 23
 

1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1

8/
21
 

                 1 2 12
 

3 1 1 23
 

12
 

1 1 1 2 1 1 23
 

2 12
 

12
 

3 12
3 

12
 

1 23
        1 1 1 1 2 2 2  1 1

8/
30
 

                     1 1 23
 

2 1 1 1 2 1 1 2 23
 

12
 

12
 

3 12
3 

12
 

1 23
               2 1 1

9/
4                          1 1 12
 

2 1 1 2 2 2 12
 

3 12
3 

12
 

1 23
                  

9/
13
 

                             1 1 2 2 2 2 3 23
 

12
 

1 2                  

9/
23
 

                                  2 3 2 12
 

1 2                  

10
/4
 

                                  2 3 2 12
 

1 2                  

10
/1
4 

                                     1 1 2                  

付
表
　
20
10
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
の
開
花
状
況
（
続
き
）
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開
花
時
期
の
早
い
も
の
か
ら
遅
い
も
の
へ
と
順
に
並
べ
て
い
る
。
 

１
：
山
地
帯
で
開
花
，
２
：
亜
高
山
帯
で
開
花
，
３
：
高
山
帯
で
開
花
　
を
示
す
。
 

＊
は
20
09
年
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
，
20
10
年
に
確
認
で
き
た
種
を
表
す
。
 

種
　
　
　
　
　
名

ミ
ヤ
マ
カ
ラ
マ
ツ
 

ヨ
モ
ギ
 

タ
カ
ネ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
 

ノ
ア
ザ
ミ
 

イ
ワ
ア
カ
バ
ナ
 

コ
ウ
モ
リ
ソ
ウ
 

ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
 

オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
 

ク
ロ
ク
モ
ソ
ウ
 

ス
ス
キ
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
タ
ニ
タ
デ
 

ミ
ヤ
マ
セ
ン
キ
ュ
ウ
 

オ
ト
コ
エ
シ
 

ク
ロ
バ
ナ
ヒ
キ
オ
コ
シ
 

ハ
ク
サ
ン
カ
メ
バ
ヒ
キ
オ
コ
シ
 

ミ
ヤ
マ
コ
ゴ
メ
グ
サ
 

カ
ラ
イ
ト
ソ
ウ
 

ハ
ク
サ
ン
ア
ザ
ミ
 

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
 

ノ
リ
ク
ラ
ア
ザ
ミ
 

タ
テ
ヤ
マ
ア
ザ
ミ
 

オ
オ
ヨ
モ
ギ
 

ヤ
マ
ハ
ギ
　
＊
 

オ
オ
バ
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
　
＊
 

ミ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
 

イ
ワ
ス
ゲ
　
＊
 

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
 

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
　
＊
 

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ
 

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
 

ア
キ
ギ
リ
 

ハ
ク
サ
ン
ト
リ
カ
ブ
ト
 

ノ
コ
ン
ギ
ク
　
＊
 

ゴ
マ
ナ
 

ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
ウ
リ
 

ミ
ヤ
マ
ト
ウ
キ
　
＊
 

ミ
ツ
バ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
 

カ
ン
チ
コ
ウ
ゾ
リ
ナ
 

ユ
ウ
ガ
ギ
ク
 

サ
ワ
ア
ザ
ミ
　
＊
 

ア
シ
ボ
ソ
　
＊
 

ミ
ゾ
ソ
バ
 

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
 

フ
ジ
ア
ザ
ミ
 

ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
 

イ
ヌ
タ
デ
　
＊
 

ホ
ソ
バ
ノ
ヤ
マ
ハ
ハ
コ
　
＊
 

サ
ン
ヨ
ウ
ブ
シ
　
＊
 

リ
ン
ド
ウ
　
＊
 

学
　
　
　
　
　
名

T
ha

lic
tr

um
 fi

la
m

en
to

su
m

  v
ar

. t
en

ur
um

 
A

rt
em

is
ia

 in
di

ca
Sc

ab
io

sa
 ja

po
ni

ca
  v

ar
. a

lp
in

a 
C

ir
si

um
 ja

po
ni

cu
m

 
E

pi
lo

bi
um

 c
ep

ha
lo

st
ig

m
a 

C
ac

al
ia

 m
ax

im
ow

itz
ia

na
 

C
od

on
op

si
s 

la
nc

eo
la

ta
 

G
en

tia
na

 m
ak

in
oi

Sa
xi

fr
ag

a 
fu

sc
a 

 v
ar

. k
ik

ub
uk

i
M

is
ca

nt
hu

s 
si

ne
ns

is
 

C
ir

ca
ea

 a
lp

in
a 

C
on

io
se

lin
um

 fi
lic

in
um

Pa
tr

in
ia

 v
ill

os
a

R
ab

do
si

a 
tr

ic
ho

ca
rp

a
R

ab
do

si
a 

um
br

os
a 

va
r. 

ha
ku

sa
ne

ns
is

 
E

up
hr

as
ia

 in
si

gn
is

 
Sa

ng
ui

so
rb

a 
ha

ku
sa

ne
ns

is
 

C
ir

si
um

 m
at

su
m

ur
ae

 
C

im
ic

ifu
ga

 s
im

pl
ex

 
C

ir
si

um
 n

or
ik

ur
en

se
C

ir
si

um
 b

ab
an

um
  v

ar
. o

ta
ya

e 
A

rt
em

is
ia

 m
on

ta
na

 
L

es
pe

de
za

 b
ic

ol
or

 
St

re
pt

op
us

 a
m

pl
ex

ifo
liu

s 
va

r. 
pa

pi
lla

tu
s 

G
en

tia
na

 n
ip

po
ni

ca
 

C
ar

ex
 s

te
na

nt
ha

 
Tr

ip
te

ro
sp

er
m

um
 ja

po
ni

cu
m

L
ap

or
te

a 
bu

lb
ife

ra
 

A
ng

el
ic

a 
po

ly
m

or
ph

a 
Se

ne
ci

o 
ca

nn
ab

ifo
liu

s
Sa

lv
ia

 g
la

br
es

ce
ns

 
A

co
ni

tu
m

 h
ak

us
an

en
se
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